
～ 2025年3月31日

（対象者数） 52 （回答者数） 27

～ 2025年3月31日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
保護者が相談しやすい雰囲気づくりのための予約
フォームの検討、父親向け勉強会の検討。

2
利用者の声や変化を記録し、ニーズに応じて通所日や活動時
間の柔軟化を検討

3
本人や家庭との継続的な対話を通じて、より深い理解と個別
対応力の向上を図る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 改修の検討または段差解消のための簡易スロープの導

入、安全案内の明示

2 キャリア教育や生活訓練プログラム、外部講師による

進路相談の導入検討

3 職員研修で思春期理解の強化、グループワークや相談

の場を設ける等の心理的支援の導入

○事業所名 放課後等デイサービス ままのりあ

○保護者評価実施期間 2024年10月1日

○保護者評価有効回答数

2024年10月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年4月30日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

思春期の子どもへの対応が課題 感情の変化や人間関係の難しさへの対応力に課題がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

バリアフリー環境が未整備 建物全体に段差が多く、構造上の制限がある

中高生への将来を見据えた支援が不足 就労準備・進路選択に関する支援や情報提供が少ない

保護者支援に力を入れている
個別相談・月1回の勉強会・保護者専用スペース・
飲み物提供・SOS対応を迅速に行う体制

学校への行き渋り・疲れやすさに対応したグループ設定
小集団を週2回実施し、在宅がちな子も無理なく通える環境を
整備

個別ニーズへの柔軟な支援体制
安心して過ごせる環境を整え、ありのままのお子さんを受け入
れる支援を行っている

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


